
 

 

U－26 ビル用マルチエアコンのドレン管敷設  単位 mm 

 ドレンアップ 

 
施工方法  

 

 
 留意事項 
① オートドレントラップで浮子式のものは、室内機本体の据付け状態が 0～2°以内の水平が保たれ

ていないと、浮子がシャフトに沿って作動しなくなるため、ポンプが動かず漏水の原因となること

がある。 
② A 部の吊り支持は、カセットエアコンのレベル調節後固定する。 
③ 試運転時に、ドレンポンプの ON－OFF が確実に行われるかを確認する。 
④ 一般にユニットの排水タッビングは 20A であるが、横走り排水管のサイズはユニット 1 台の場合

25A 以上、2 台以上の場合 32A 以上とし、勾配は 1／100 以上とする。 
⑤ ドレンホースは原則としてメーカー付属品を使用し、透明なものとする。 
 
 


